
～令和６年度 標準学力調査（令和６年1２月実施）の結果より～

市民の皆様・保護者の皆様へ

はじめに…

令和６年1２月に市内児童生徒を対象に実施した「標準学力調査」において、小学校では、国語・算数ともに全

国平均とほぼ同じレベル、または全国平均を上回る成績をあげることができました。また、中学校では、国語・数学

・英語ともに全国平均を下回るという結果とはなりました。

成果が見られている点については、市内小・中学校とともに、「徹底反復学習による基礎基本の定着」や、「主

体的な学びを目指した授業改革」「家庭学習における自学自習力の育成」など、過去数年間、学力向上の取組を

ねばり強く継続して行ってきた結果であると考えます。また、子どもたち一人ひとりの日々のがんばりとともに、保護

者・地域の皆様との連携によるものだととらえております。

田川市教育委員会では、今後も、未来の田川市や日本を担う子どもたちの学力向上のために、「田川市ならで

はの学力向上策」を精力的に進めてまいります。今後とも、保護者の皆様、地域の皆様の本市の教育施策へのご

理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。
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田川市教育委員会

田川市内児童生徒の学力状況をお知らせします
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※グラフの見方…全国平均を５０として、各学年児童生徒の標準スコアをグラフ化しています。

② R６中学２年生の調査結果の推移

① 学年別（小１～中２）の調査結果
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１ 市内児童生徒の学力状況（標準学力調査結果より）

全
国
平
均

全
国
平
均

①の結果を見ると、小学校においては、国語が全国平均とほぼ同じレベルということが分かりま

す。算数は、全国平均をほぼ上回っているということが分かります。特に１・２・３・６年生の算数に

ついては全国平均を大きく上回る結果となりました。中学校においては、国語において、２学年とも

全国平均に近づいていることが分かります。

②のグラフは、令和６年度の中学２年生の調査結果の推移をあらわしたものです。これを見ると

中学２年生は、中学１年生の時と比較して、英語において結果が下降していることが分かります。

今後も、市内全小・中学校において、「子ども主体の参加したくなる授業」を目指し、全学年・全

教科の授業の質をより一層高めながら、児童・生徒一人一人の学力を保障していく必要があると

考えます。

<標準学力調査について＞
田川市教育委員会では、市内児童生徒の学力状況を把握する指標として、全国学力・学習状況調査とともに「標準学力調査」を採

用し、市の費用負担で実施しています。「標準学力調査（東京書籍提供）」は、全国でも多くの自治体が採用しており、民間では最大
級の母集団（実施数）を有している信頼性のある学力調査です。

また、文部科学省が実施している全国学力・学習状況調査は、小学６年生と中学３年生だけが調査対象であるのに対し、「標準学
力調査」は全学年での実施が可能であり、毎年、同一集団の経年比較ができるというメリットがあります。
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※中学3年生は高校入試直前のため、実施していません。
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学力向上の結果の要因として、市内教職員がチームとして組織的に取り組んだことはもちろんのこと、具体的には以下の
取組が効果的に働いたと考えられます。

２ 結果の要因

小中９か年を見通した系統性のある英語教育を

進めることで、発達段階に応じて英語に慣れ親しむ

ことができました。

また、聞く・話す・読む・書くの「４つの技能」をバラ

ンスよく身につけることを大切にした

学習を実施したことで、英語によるコ

ミュニケーション力を育成することが

できました。

毎日、徹底反復学習 （朝の学習・

モジュール学習）を継続して行った

ことで、集中力や学習意欲、計算力、

語彙力などの学習能力を育成する

ことができました。

① 徹底反復学習

(1) 効果のあった学力向上の取組

④ 外国語教育の推進

(2) 今後の方向性

一人１台タブレット端末を活用し、友達の考

えを参照したり、友達とともに考えをまとめたり

することで、個別最適な学びや協働的な学び

を進めることができました。

学校や家庭において、デジタル

教材などを使い、自分に合った

課題に繰り返し取り組むことが

できました。

③ ICT機器などの活用

◆ 【朝の時間において】 学力の基盤となる学習能力（学習意欲・計算力・語彙力など）を育てる。

◆ 【授業において】 自ら進んで学習を進める力や、自ら考え、判断し、自信をもって表現する力を育てる。

◆ 【家庭において】 自分に必要な学習内容を考え、自ら計画を立てて学習する力を身に付ける。

ステップ①において、１単位時間の管理により

子どもたちにとって心地のよいスピードとテンポ

で進める授業(主に算数科・数学科）を実施し、

ステップ②において、ステップ①で生み出した時

間を使って、自分の課題に合った

復習をしたり発展学習に取り組ん

だりすることで、主体的な学びを

うながすことができました。

一方で、ますます混迷する社会情勢やふだんの児童生徒の学習の様子から、今後も、それぞれの場面で、以下の資質・能力を
身に付ける必要があると考えます。その際、田川市教育委員会が年間２回学校訪問を行い、各学校の学力向上プランについて
学校と協議するなど、田川市全体を一つのチームとして組織的に取組を進めていきます。

効果のあった５つの取組
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② 単元内２ステップスタイルの授業

各学校ごとに「家庭学習強化・充実

週間」を実施し、自主学習を推奨した

ことで、学校と家庭が連携して、児童

生徒の自学自習力を育成することが

できました。

⑤ 家庭との連携



田川市教育委員会では、学校・家庭・地域・教育行政がそれぞれの役割を自覚し、協働して未来の田川市や日本を担
う子どもたちの学力保障及び学力向上に向け、市内小・中学校で、以下の３つの歯車を連動させた「田川市ならではの
学力向上策」に取り組んでまいります。

歯車１
学習能力
の育成

歯車２
社会を
生き抜く
力の育成

歯車３
自学自習力
の育成

集中して主体的に学ぶ力

の育成に向けて

家庭学習の充実
（予習、授業との連動）

徹底反復学習
（朝の学習、
モジュール学習）

②教育ＤＸ（教育の
情報化）の推進

①単元内２ステップ
スタイルの授業

③小中の接続を重視した
外国語教育の推進

次のページより、田川市ならではの学力向上策を構成する「３つの歯車」の内容について、紹介します。

３ 令和７年度 田川市ならではの学力向上策（学力ステップアップ事業）

自分の良さや特性をいかし、自立し、他者と協調し、

進んで社会参画する子ども
～好奇心をもち、自ら、考え・調べ・判断・表現し、つながり合う力の育成を通して～

田川市が
目指す
子ども像
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【取組のポイント】 校長・担当者が核となり、組織的に検証改善サイクルを回す

ア【揃える】 「教材」、「行い方」「リズム・テンポの重視」、「同じ問題を２，３週間反復」を揃えます。

イ 【体感する】 「モデルとなる取組」を視察し、校内で共有します。

ウ 【数値化する】 目標記録を設定し、毎回の記録・学級平均を数値化します。

エ 【評価・称賛する】 管理職や担当者が取組状況を日常的に把握し、職員間で相互評価します。

オ 【改善する】 効果測定を短期的に行い、職員内で成果を共有し、課題は即時改善をします。

【ねらい】
すべての学力の基盤となる学習能力（集中力、学習意欲、計算力、語彙力）を育成します。

小学校 中学校

○小中接続の重視
・安心して学べる
環境づくり
・ねらいの共有

○定着テストの実施
・実態の交流

【取組内容例】

① 音読（古典等を中心に選んで一斉音読）

② 百マス計算（四則計算）

③ 漢字練習（当該学年漢字の前倒し練習）

※５月中に前倒し終了→反復練習で定着

◎ ２，３週間同じ内容を反復

＜朝の学習＞（朝１回、10分程度） ＜モジュール学習＞（朝昼２回程度、10分程度）

【取組内容例（朝）】

① 数学（計算練習 等）

② 国語（漢字、音読、熟語練習 等）

③ タイピング練習

④ 英語（リスニング、ライティング 等）

◎ ２，３週間同じ内容を反復

学習能力の育成に向けた
毎日の朝の学習・モジュール学習における徹底反復学習の実施
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【ねらい】
複雑化する社会をたくましく生き抜くために必要な「集中して主体的に学ぶ力」や、「さまざまな
情報をかしこく活用する力（情報活用能力）」、「コミュニケーション力」を育成します。

社会をたくましく生き抜く力の育成に向けた
単元内２ステップスタイルの授業、教育ＤＸ、外国語教育の推進

【授業づくりのポイント】
＜授業前＞
・学習内容の精選
・単元構成の工夫
＜授業中＞
・リズム・テンポの重視
・生み出された時間を
使った習熟度学習・
発展学習

○一人１台タブレット端末を
日常的・効果的に活用
します。

○「子ども主体の参加したく

なる授業づくりの７つの

Point」を基に授業改善に

取り組みます。

○ICT指導力向上のための
教員研修を計画的に
実施します。

○聞く・話す・読む・書くの
「４つの技能」をバランス
よく身につけることを大切
にした学習を実施します。

○小・中９年間で系統性の

ある英語教育を進めます。

「テンポよく授業が進んでいくから集
中して学習することができるな。テス
トの前に、自分に合った内容の復習を
することができるよ。」

「タブレットがあると、友達の考えを
参考にしたり、友達と一緒に考えをま
とめたりすることができるので、考え
が深まるな。」

単元内２ステップスタイルの
授業づくり

教育DX
（教育の情報化）

小中で一貫した
外国語教育

「英語でコミュニケーションがとれる
ようになると世界中の人とつながるこ
とができるので、視野がもっと広がる
な。」
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【ねらい】
受け身ではなく、家庭学習の必要性を感じながら、自ら学習計画を立て、学習内容を選択し、

主体的に家庭学習に取り組むことのできる力（自学自習力）を育成します。

自学自習力の育成に向けた家庭学習の充実

【取組のポイント】

① 家庭学習のあり方を見直します。 → 「量」だけでなく「質」、「受け身」から「主体性」重視の家庭学習への転換

② 授業と家庭学習との連動を重視します。 → 翌日の授業につながる課題提示や予習を推奨

③ 家庭や地域との連携を強化します。 → 教職員と保護者、地域、市P連等がベクトルを揃えて家庭学習を支援

「自分で学習計画を立てて、進ん
で家庭学習に取り組むことは楽し
いし、将来なりたい自分になるた
めに大切だな。」

□ 教科書を読んで、大事なところに線を

引いておく。

□ 教科書の本文を視写

（タイピング）する。

□ 副教材テキストやデジタル教材で、

次の学習内容にチャレンジしてみる。

予

習

□ 副教材テキストやデジタル教材で

反復練習する。

□ 自学ノートに学習したことを整理して

まとめる。

□ 自分自身でテストをやってみて、

定着度をチェックする。

□ 学校図書館、市立図書館、電

子書せきなどから、お気に入りの

本や読んでみたい本をさがす。

□ １日１０分以上の読書を

続ける。

＜具体的な家庭学習例＞

復

習

読

書

「家庭学習で予習をしていると、
授業の内容がよく分かるし、より
主体的に授業に参加することがで
きるな。」
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「家庭」と「学校」が
協働で取り組む３つの習慣

メディア習慣読書習慣生活習慣
早寝・早起きで
心と体のバランスを

整えよう！

読書や読み聞かせで
豊かな心や聞く力を
はぐくもう！

メディアとの
上手なつきあい方を
ともに学ぼう！

3つの習慣が好循環を生み出します！

集中して
学べる

よく眠れる

食事が
おいしく
感じる 勉強がよく

わかる

人との
かかわりが
楽しい

やる気が
わいてくる

学校でも！
家庭でも！

P８４ 田川市内の小・中学生の保護者のみなさんへ



メディア習慣 メディアとの上手なつきあい方をともに学ぼう！

スマートフォン等の普及によって、メディアは私たちの生活に欠かせないものとなりました。最近は、子どもたちも、スマート
フォンを持ち、メールや検索、ゲームなどを利用することが多くなっています。一方で、不適切なサイトにアクセスし犯罪やトラ
ブルに巻き込まれたり、ＬＩＮＥ等によるやりとりの中で人間関係が悪化したりするなどのケースも後を絶ちません。情報化社
会がますます加速していくことが予想される今だからこそ、ともに、子どもたちをメディアに潜む危険からしっかりと守り、メデ
ィアと上手に付き合う力を育成していきましょう。

① メールでの誹謗中傷やいじめ
② SNSなどに載せた個人情報の流出
③ SNSを通じて知り合った人からの
誘い出しによる性的被害

④ 無料ゲームサイトでの意図しない
有料サービスの利用

⑤ 「闇バイト」等情報により
軽い気持ちで犯罪に加担

【ルールづくり】

【フィルタリング・ペアレン
タルコントロールの利用】

【情報モラル学習】

【子どもの実態把握】

子どもと一緒に話し合って、
利用目的や利用場所
・時間帯を決め、定期
的に確認したり、見直
したりする。

アクセス制限
をかけたり、スマ
ホの使用状況を
確認できるアプ
リを利用したりし
て、子どもの様子
を見守る。

情報化社会において、自分で
考え、判断し、適正な行動をする
ための基となる
考え方と態度を
育成する。

子どもの様子
をよく観察し、困
っていることや悩
んでいることが
ないかの把握に
努める。家庭と情
報を共有し、とも
に子どもを見守
る。

P９４ 田川市内の小・中学生の保護者のみなさんへ


